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１．空港とは
　「空港」は二つの点で「地形」と極めて大きな関わりをもっている。
　第一は、その特殊な形状から建設に当たって地形条件に大きく左右され、場合によって
は極めて大規模な地形の改変を伴うこと。
　第二は、離着陸する航空機の安全のために、空港の敷地内だけでなくその周辺の地形に
も大きな制約を受けること。

1.1 施設としての空港

「滑走路」定期便が運行するレベルの空港であれば長さ1800～3000m、幅45～65m程度
「着陸帯」端は滑走路端から60m以上の距離、幅は75m以上、主要空港では140m以上
滑走路の平均勾配は1％以下、横断勾配も1.5％以下
「エプロン」も、航空機の地上走行能力からして平坦であることが必要なので、
空港とは "広大な平地" を必要とする施設なのである 



　山間地での空港建設では、予定地内で高所を削り、その土砂で低地を埋めるといった工
程で「平地」を造り出すが、工事の規模（土工量）が莫大なものとなる。
　対馬空港は、標高 97メートルの白連江山ほか 12の山の 290万立方メートルを削り、13
の谷に 360万立方メートルを盛土することで建設された。



　1.2 周辺の条件
　航空機、特に旅客機は着陸・離陸時には "斜めに" 緩やかに下降・上昇しなければなら
ない。そのため、空港は単に一定の長さの長方形の平坦地があれば良いのではなく、その
延長上や周囲に出張ったもの（地形）があってはならない。 
　そのために、空港の周辺には「制限表面」という独特の条件が設定される。



２．海から山へ
　2.1 鹿児島空港

 



　2.2 広島空港



　2.3 岡山空港



３．難しい空港
　3.1 旧小倉空港



　3.2 隠岐空港



　3.3 海外の事例
◆旧香港国際空港（Kai Tak Airport）


